






　熱帯地域の健康問題の克服を目的とする国内唯一の
公的機関であり、熱帯医学、国際保健学分野における研
究・教育・国際協力の各領域での事業を推進する。
　ケニアとベトナムに海外研究拠点を有しており、現地
の研究者と協力してマラリア・住血吸虫症・デング熱を
はじめとした幅広い研究を実施している。
　上記拠点以外でも、アジアではフィリピン・ラオス・タ
イ・ミャンマー・マレーシア、アフリカではマラウイ・南ア
フリカ・ガボン・ガーナ・コンゴ民主共和国、南米ではブラ
ジル・ボリビアなどで「顧みられない熱帯病（Neglected 
Tropical Diseases:NTDs）」を含む様々な熱帯病に対す
る研究を行っている。
　また、COVID-19パンデ
ミックの経験を基に、将
来の感染症パンデミック
に備えた新たな開発研究
に産官と連携し取り組ん
でいる。

　エボラウイルス等の致死性の高い病原体を安全に取り
扱うことができる高度安全実験施設（BSL-4施設）が2021
年7月に竣工し、本格稼働に向けた準備を進めている。
　現在、BSL-2/3実験室で基礎研究およびワクチン・治療
薬の開発等の応用研究を実施しており、BSL-4施設の本
格稼働が開始されれば、国内唯一の研究用BSL-4施設と
して、世界の感染症研究をリードする独創的な研究成果
の創出が期待される。ブラジルにも海外研究拠点を有
し、世界三大陸の流行地の感染症研究に携わる。
　また、当センターは、文部科学省から、全国の感染症研
究者が利用できる共
同利用・共同研究拠
点としての認定も受
けており、全国の研
究者との共同研究お
よび感染症研究人材
の育成にも取り組ん
でいる。




